
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点 要求どおり

60,502 概算事業費（B（A）+C） 75,760 61,544 62,667 60,502

41,290 41,290 41,290 41,290

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

5.00 5.00 5.00 5.00 5.00

41,290

34,470 20,254

35,084 27,441 21,377 19,212 19,212

35,084

目標 成果 達成状況
項目

H25末
（見込）

Aの
財源

当初予算 35,084 27,441 21,377

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

19,212 19,212

合計（A) 27,441 21,377 19,212 19,212
水田活用の直接支
払交付金加入面積 7,409ha

H26.3月
設定予定

H27
目標

補正予算

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容
（要求）

目指す姿

現状
○米の供給は過剰傾向が続いており、県内においても国から示される米の生産数量の目標を上回る生産がされている。
○H25目標面積32,822ha→米の作付面積33,124ha（達成率99.1％）

県が関与
する理由

○需要に応じた米の計画的生産を行うことにより価格の安定を図り、競争力のある効率的な経営の実現を目指す。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

需要に応じた米づくりを推進する上で地域間や農業者間の調整が必要であり、県を含めて行
政機関等の関与が必要。根拠法令：主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律、米政策
改革基本要綱

2自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 H12 ～

困難県民との協働による実施：

事業番号 08 03 05 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 水田農業経営確立推進指導事業 担
当
課

部局 農政部

課・室 農業技術課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail nogi@pref.nagao.lg.jp

施策の総合的展開
1-3 夢に挑戦する農業

（指摘事項等） （対応）

（11月現在）
○水田活用の直接支払交付金加入面積：　※国の新たな制度設計が判明した時点で目標値を設定（予定：H26.1月）

21,377 19,212 19,212

（予算案）

水田農業経営確立推進指導事業
補助・
直接

市町村における需給調整推進に係る経費の補助
（農業者間の調整、転作作物の試験栽培、飼料用
米等新規需要米の需要拡大等の活動）

合計

H25 H26

19,212

（当初）

21,377 19,212

mailto:nogi@pref.nagao.lg.jp

